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j･　本研究は，従来家 計簿とい う用語 の概念 も， 中途

半端であ る。営業 簿記 の反面は，家計 簿記 と理解 すべき

であ る。

簿記 に単式 と複式 とあ るも，今 日の常 識とし て， 簿記

は複式 であり，すでにBook Keeping の用語 は, 死語，

廃 語であり，今日Accounting の 時代 である。 し たが

って，こ の固定的 概念を打ち破 るため，多角的 な視野の

もとに，検討 され なければならない。 その基礎をふまえ

た上 で，視 野の偏 りをなおすこ とができる。

2･　従来家 計簿は，非 公開的 であるところに，ウ ィー

ク・ポイ ントがあ る。 むし ろ集団 により, 公 開検討 する

ところに，進歩があ る。

3･　農家 の月給制 の問題 にして 仏 家 計簿記 と，作業

日誌 の両面 から捉 えなけ ればならない。 このこ とは，人

名別 と，作業別 の区 分計算から， 読み こ な す ことであ

る。

4.　これ からの家 計簿記 の利用 の仕方 は， 単に付け る

とい うところ に， 意味が なく，そ のつけ た結果 を， よみ

こなす ところに，効果を期待す るこ とがで きる。

5.　その効果の判定にし ても，家計簿記 の拡張加工 計

算として，自家労働 の見積 にし て も同様 の こ と が いえ

る。 なお，家 族負 担家計費 十賄支給額＝家計総支出 とい

う概念をとるべきである。

容 易にし て，し か 仏 すべての条件をみたす簡易な簿

記は， ありえない ことを知 るべきであ る。


